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研究成果の概要（和文）：　Klein群の変形空間の複素構造について研究が進展し，Klein群の不連続成分の形状がその
変形空間の構造に大きく影響を与え，様々な複素解析的性質を発見した．また，モジュライ空間の1点が退化する際，
単射半径とその点を双曲構造について新たな知見が得られた．複素力学系での無理的中立不動点近傍の不変集合の構造
について新たな知見が得られた．特異領域に関する境界Harnack原理の進展，および錐特異性を持つ双曲計量の存在と
一意性について具体的な評価が得られた．

研究成果の概要（英文）： By developing the research of the complex structure of the deformation space of 
a Kleinian group, we find many complex analytic properties of the deformation space. We also find a 
relationship between the infectivity radius of a point in the moduli space and the hyperbolic structure 
as the point tends to the boundary. In the complex dynamics, we find new phenomenon on the structure of 
invariant sets near indifferent fixed points. A progress on the boundary Harnack principle on singular 
domains is done and some estimates about hyperbolic metrics with cone singularities are obtained.
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１． 研究開始当初の背景 

(1) Brock，Canary，Minsky らによって最近

なされた Klein 群における Ending 

lamination 予想の解決． 

(2) 退化した Klein 群で，ある種の性質を持

つものの不連続領域の性質の計量的に特

徴付けがなされた． 

(3) 宍倉らによる，複素力学系での parabolic

な境界点での力学系の変動・爆発の様相

の研究． 

(4) Y. Minsky，D. Canary の研究グループに

よる Klein 群の PSL(2 ，C)表現空間の境

界の研究． 

 

 

２． 研究の目的 

Klein 群や複素力学系では複素変数

の写像の合成によって得られる写像の

族を扱う．そして多くの場合－例えばマ

ンデルブロー集合のように－パラメー

タを持った写像の力学系が対象になる．

通常 ,複素力学系では，一つの（非可逆）

有理写像の反復合成を扱い ,それは半群

をなすが，本研究ではそれに加えて可逆

な写像の有限生成群も力学系として扱

う．すなわち，それは Klein 群の場合で

ありパラメータ空間は Klein 群の

PSL(2,C) 表現の空間になる．本研究の

目的は ,与えられた Klein 群および複素

力学系のパラメータ空間において“退

化”が起こるとき，その力学系で生じる

現象を多面的に解析し ,その様相を明ら

かにすることにある．  

 

 

３． 研究の方法 

研究代表者，分担者の担当を以下の課題に

分け 研究代表者が全体を総括する. 

(1) Klein 群および複素力学系の変形空間の

境界の様相の研究(志賀，大鹿，宍倉，

須川). 

(2) リーマン面の正則族およびその正則切

断の個数評価の問題(志賀，足利) . 

(3) Klein 群の不変成分，複素力学系の 

Fatou 集合の退化とその自軒斤的性質

の研究(志賀，宍倉，相川) . 

(4) 特異領域の解析(相川，須川)  

 

 
４． 研究成果 

(1) Klein 群の擬等角変形空間の複素構造に

ついて研究が進展し，Klein 群の不連続

成分の形状がその変形空間の構造に大

きく影響を与え，様々な複素解析的性

質，例えば正則凸性などが変化すること

が発見された．（志賀）． 

(2) リーマン面のモジュライ空間の 1点が退

化する際，単射半径とその点を表すリー

マン面の双曲構造について新たな知見

が得られた．また，Teichmuller 曲線に

ついて，その剛性と有限性について新し

い結果が得られた．（志賀）． 

(3) Klein群の理論の自由群や曲面群の表現

空間や Heegaard 分解に付随した写像類

群の部分群の研究への応用（大鹿）． 

(4) 無理的中立不動点の近くの不変集合の

構造について新たな知見が得られた（宍

倉）． 

(5) 特異領域に関する境界 Harnack原理の進

展（相川）． 

(6) 退化代数曲線族の符号不足数の研究で

用いられた「Dedekind 和の相互律」が一

般の場合に拡張された（足利）． 

(7) 錐特異性を持つ双曲計量の存在と一意

性について，一般のリーマン面上で具体

的な評価が得られた（須川）． 
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